
 



　2024年１月１日の能登半島地震発生から1年半が経とうとしています。石川県によると、
整備が計画された能登半島地震の仮設住宅6,882戸と、昨年９月に発生した豪雨災害の仮設住
宅286戸のあわせて7,168戸はすべて完成し、今年４月４日を最後に仮設住宅への入居がすべ
て完了したとしています。しかし、現地でお話をうかがうと、遅々としてすすまない復興、先
が見えない生活への住民のみなさんの不安は、解消されているとはまったく思えません。
� （写真は地震によって約3.5kmにわたり崩壊した護岸）

震災から１年半
すすまない復興のもとで



　七尾市にある本
もとふちゅう

府中町第１団地（仮設住宅）にお住まいのみなさんからは「自宅が全壊し、
家を片づけて解体できるまで１年以上かかった。やっと解体ができて再建したいと思っていて
も、年金暮らしだと、国からのお金と地震保険では再建の費用が足りない。家を建てようと思っ
たら業者に10メートルの杭を打たないといけないと言われ、悩んでいる」「１坪130万円とか
150万円とか信じられない費用がかかる。昔みたいにみんなが集まれる大きな家ではなくて、
たかだか30坪ほどでも4000万円以上の費用がかかると言われて、悩んでいる。夜も寝られな
い」とのお話をお聞きしました。仮設住宅に入れたから当面は安心ではあるけれど、これから
の生活をどうしたらよいのか、先が見えない不安をお聞きしました。



　七尾市の和倉温泉街では、３月時点で、地元の組合に加盟する21の旅館やホテルのうち、
営業を再開しているのは４施設のみでした（４月以降に５つ目となる宿泊施設が営業を再開してい
ます）。まだ工事もはじまっていない解体待ちの旅館・ホテルが多数見受けられました。JDF
能登半島地震支援センター事務局長の本田雄

たけ し

志さん（写真）によると、解体・再建に５～６年
かかる施設もあるとのこと。七尾市では雇用調整助成金（雇調金）の上乗せなど独自の制度で
雇用維持をめざし、雇調金の支給期限も2026年12月末までに延長されていますが、それでも
きびしいのが実態です。「温泉が再スタートするときに本当に働き手が確保できるか、なかな
か先は見通せない」と本田さんは話されました。



　今年の第30回社会福祉研究交流集会（８月30～31日）は、七尾市の会場を拠点に開催します。
２日目は、奥能登方面への視察も予定しています。「能登に住み続けたい」「地域を守りたい」
と願う人たちと直接ふれ合い、思いをうかがいながら、住民が願う復興の方向を一緒に考えて
いきたいと思います。宿泊場所等の関係で定員がありますので、ぜひおはやめに参加をご検討
ください！（写真は、今年３月９日に七尾商工会議所を拠点にオンラインで開催した合宿研究会のよ
うす。）� （写真・文　申　佳弥）
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婦人相談員から
女性相談支援員へ
　

明石市女性相談支援員　畔上　裕子　

私
が
は
じ
め
て
「
婦
人
相
談
員
」
に
な
っ
た
の
は
二
〇
〇
八
年
の
夏
の
こ
と
。
こ
の
仕
事
は
、
二
〇

二
四
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
困

難
女
性
支
援
法
）
に
よ
っ
て
「
女
性
相
談
支
援
員
」
と
名
前
を
変
え
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
通
算
一
七

年
で
三
つ
の
職
場
（
自
治
体
）
を
経
験
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

女
性
相
談
支
援
員
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
す
が
、
福
祉
現
場
の
方
で
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
、

あ
る
い
は
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
し
ょ
う
。
現
在
、
全
国
の
自
治
体
で
お
よ
そ

一
六
〇
〇
人
の
仲
間
が
働
い
て
お
り
、
配
属
先
は
都
道
府
県
の
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
旧
称
婦
人

相
談
所
）
や
市
区
等
の
福
祉
事
務
所
、
子
育
て
関
連
部
署
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
親

相
談
な
ど
と
兼
務
の
場
合
も
多
く
、
所
属
先
に
よ
っ
て
担
当
す
る
支
援
内
容
に
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
。
私
自
身
は
、
現
在
の
職
場
で
は
電
話
や
面
接
で
の
女
性
相
談
、
緊
急
一
時
保
護
や
Ｄ
Ｖ
な

ど
暴
力
被
害
者
へ
の
個
別
支
援
の
ほ
か
、
社
会
資
源
の
創
出
な
ど
の
施
策
立
案
・
事
業
企
画
と
実
施
も

担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
正
規
公
務
員
で
あ
る
こ
と
と
併
せ
、
女
性
相
談
支
援
員
と
し
て
は
か
な
り

め
ず
ら
し
い
働
き
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
な
る
前
に
、
一
般
企
業
、
市
民
活
動
や
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
働
い
て
き
た
経
験
が
活
き
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
限
り

で
す
。

も
っ
と
も
、
か
つ
て
の
婦
人
相
談
員
は
非
常
勤
職
で
、
福
祉
の
専
門
家
で
は
な
い
人
が
大
半
で
し
た
。

婦
人
相
談
員
の
根
拠
法
は
、
一
九
五
六
年
に
制
定
さ
れ
た
売
春
防
止
法
で
す
。
設
置
初
期
に
は
合
法
で

あ
っ
た
売
春
が
非
合
法
化
さ
れ
る
そ
の
過
渡
期
に
、
業
者
や
性
売
買
に
従
事
す
る
女
性
に
会
い
に
行
っ
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て
仕
事
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
か
ら
、
支
援
の
専
門
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
胆
力
と
奥
ぶ
か
い
人
間

理
解
が
な
け
れ
ば
務
ま
ら
な
い
仕
事
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
良
き
「
妻
」「
母
」「
娘
」
と
い
う
枠
か

ら
は
み
出
し
た
（
は
み
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
）
女
性
は
援
助
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
た
時
代
、
生

活
保
護
法
や
母
子
福
祉
制
度
か
ら
も
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
女
性
の
大
き
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
売

春
で
あ
っ
た
時
代
に
、「
転
落
の
恐
れ
の
あ
る
女
子
」
と
い
う
今
か
ら
見
れ
ば
差
別
的
な
文
言
を
逆
手

に
と
っ
て
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者
、
性
暴
力
被
害
者
、
外
国
籍
女
性
等
に
対
す
る
支
援
を

お
こ
な
っ
て
き
た
そ
の
積
み
重
ね
が
、
売
春
防
止
法
が
制
定
さ
れ
た
約
七
〇
年
後
に
女
性
福
祉
の
視
点

を
明
確
に
し
た
困
難
女
性
支
援
法
と
し
て
結
実
し
た
の
で
す
。

同
法
に
お
い
て
、
女
性
相
談
支
援
員
は
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
に
つ
い
て
、
そ
の
発
見
に
努

め
、
そ
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
お
よ
び
専
門
的
技
術
に
基
づ
い
て
必
要
な
援
助
を
行
う
職
務

に
従
事
す
る
職
員
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。「
そ
の
立
場
に
立
っ
て
」
と
い
う
当
事
者
性
の
重
視
と
、

「
専
門
的
技
術
に
基
づ
い
て
」
と
い
う
専
門
性
の
確
立
と
の
間
を
揺
れ
動
き
な
が
ら
お
こ
な
う
支
援
は
、

む
ず
か
し
い
反
面
、
個
人
的
な
こ
と
と
社
会
的
な
こ
と
の
間
を
行
き
来
す
る
視
力
、
行
動
力
を
鍛
え
て

く
れ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
「
女
性
相
談
」
は
、
対
象
者
の
性
別
を
超
え
て
広
く
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
起
因
す
る
困
難
を
扱
う
相
談
へ
と
発
展
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

婦
人
相
談
員
の
草
分
け
の
一
人
で
あ
る
兼
松
左
知
子
さ
ん
は
、
最
後
の
仕
事
を
「
性
と
生
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
と
し
て
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
一
人
ひ
と
り
の
性
が
大
切
に
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
、
私
も
地
道
に
と
り
く
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あぜがみ　ゆうこ

　1967年長野県生まれ、福島県育ち。現職は明石市女性相談支援
員。2001年に制定されたDV防止法に市民活動の立場から関わった
後、女性支援のほか生活困窮者支援、自殺防止等幅広く相談実践
に携わる。法政大学人間社会研究科福祉社会専攻修了。修士（福
祉社会）。
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石
川
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
被
災
者
に
向
け
た
住
ま
い
再
建
に
か
か
る
意
向
調
査
結
果
」

が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
一
二
月
か
ら
今
年
三
月
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
調
査
で
、
建
設
型
応
急
住
宅
、
賃
貸
型
応

急
住
宅
（
み
な
し
仮
設
住
宅
）
お
よ
び
公
営
住
宅
に
入
居
中
の
世
帯
一
万
二
四
六
件
を
対
象
に
お
こ
な
わ
れ
、
回
答
世
帯
数

は
八
四
一
〇
件
、
回
収
率
は
八
二
・
一
％
で
す
。
郵
送
に
よ
る
調
査
で
八
割
を
超
え
る
回
収
率
は
非
常
に
高
く
、
そ
れ
だ
け

住
民
が
住
ま
い
の
再
建
に
つ
い
て
不
安
を
抱
え
、
行
政
に
対
し
て
希
望
を
伝
え
た
い
、
県
と
し
て
き
ち
ん
と
対
応
し
て
ほ
し

い
と
望
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

調
査
結
果
を
み
る
と
、
回
答
者
の
約
八
割
が
六
〇
代
以
上
で
、
も
っ
と
も
多
い
の
が
「
七
〇
代
」
の
約
三
割
で
す
。
被
災

時
の
住
宅
種
別
は
「
持
家
」
が
九
割
。
住
宅
の
被
災
状
況
は
、「
半
壊
以
上
で
解
体
」
と
「
全
壊
」
合
わ
せ
て
約
八
六
％
と
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
元
の
住
宅
を
失
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
調
査
時
点
で
「
住
ま
い
の
再
建
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
」

人
は
約
二
割
で
し
た
。

住
ま
い
再
建
の
方
法
（
希
望
）
に
つ
い
て
は
、
二
六
・
二
％
が
「
自
宅
建
て
替
え
・
新
築
」、
一
四
・
七
％
が
「
被
災
住

宅
の
修
理
」、
六
・
七
％
が
「
建
売
・
中
古
を
購
入
」
と
約
五
割
が
「
自
宅
再
建
」
を
考
え
て
い
る
い
っ
ぽ
う
で
、
災
害
公

営
住
宅
を
ふ
く
む
「
公
営
住
宅
へ
の
入
居
」
が
約
三
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
住
ま
い
再
建
を
希
望
す
る
場
所
に
つ

特集特集
「
能
登
で
暮
ら
し
た
い
」
を
と
も
に
考
え
つ
づ
け
る
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い
て
は
、「
被
災
し
た
住
所
と
同
じ
住
所
」
と
「
被
災
し
た
住
所
と
同
じ
市
町
だ
が
違
う
住
所
」
を
合
わ
せ
て
七
割
を
超
え

て
お
り
、
多
く
の
方
が
住
ん
で
い
た
地
域
に
戻
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
住
ま
い
再
建
の
完
了
見
込
み
に
つ
い
て
は
、「
わ
か
ら
な
い
」
が
三
六
・
八
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
が
「
災

害
公
営
住
宅
の
建
設
時
期
に
よ
る
」
の
二
〇
・
五
％
で
す
。
住
ま
い
再
建
に
あ
た
っ
て
の
課
題
は
、
多
い
順
に
「
工
事
・
修

理
の
費
用
が
高
額
」（
三
九
・
三
％
）、「
住
ま
い
の
再
建
に
必
要
な
費
用
の
計
画
が
立
た
な
い
」（
三
〇
・
六
％
）、「（
災
害
）

公
営
住
宅
に
入
居
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
」（
二
八
・
九
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
約
五
割
の
方
が
「
無
職
」、
約
六
割
の
方

が
「
年
金
収
入
」
で
生
活
を
し
て
い
る
と
答
え
て
お
り
、
こ
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
多
く
の
方
が
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
や
生

活
に
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

今
年
四
月
、
す
べ
て
の
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
が
完
了
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
特
集
で
紹
介
す
る
現
地

の
み
な
さ
ん
の
声
か
ら
は
、
先
の
見
え
な
い
不
安
や
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
現
実
、
表
に
は
見

え
に
く
い
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
や
不
安
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
災
害
復
興
に
つ
い
て
イ
タ
リ
ア

に
視
察
に
行
か
れ
た
丹
波
史
紀
さ
ん
（
立
命
館
大
学
）
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
の
仮
設
住
宅
は
、
広

さ
が
日
本
の
二
倍
、
無
償
か
つ
無
期
限
で
入
居
で
き
、
仮
設
住
宅
を
出
た
あ
と
の
住
ま
い
に
つ
い
て
も
保
障
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。
住
居
は
「
私
財
」
で
あ
り
自
己
責
任
と
い
う
認
識
の
強
い
日
本
と
、
住
ま
い
の
保
障
は
「
基
本
的
人
権
」
だ
と
考

え
る
イ
タ
リ
ア
と
の
違
い
は
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。
能
登
の
復
興
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
現
地
の
人
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
編
集
主
任　

申
佳
弥
）


